


概
　
要

8月26日午後12時35分「山梨県南部に位置する糸魚川―静岡構造線断層上を
震源域とする大地震が発生し、その規模はマグニチュード7.0と推定され、昭和
町の震度は5強」を記録し、昭和町災害対策本部が設置された。

平成24年8月26日 午後1時10分
12時35分に大地震が発生（想定）、町が災害対策本部を設置し、議会も対策本
部を設置のため、議長より各班長である常任委員長に連絡をし、それから議員
に、議会対策本部参集の伝達がされました。

車が通行できないことを想定し、徒歩・自転車・バイクで各議員とも30分以
内に集合しました。参集後、腕章とベストを受け取りました。

所属議員の安否確認の後、議長の指示で被害状況把握のため調査に向かい、帰
庁後、被害状況報告と議長の講評を受けました。

※3月議会で昭和町議会災害対策本部設置要綱（災害時議員行動マニュアル）が

　策定され、大地震を想定した参集訓練を実施したものです。



その他調査場所



◆基金（預金）の累積残額

◆町債（借金）の累積残額
［一般会計］
［国保会計］
［下水道事業］

［合　　計］

28億3,344万円（1人当たり 16万円）

71億6,199万円
413万円

62億1,306万円

（1人当たり
（1人当たり
（1人当たり

40万円）
232円）
35万円）

133億7,918万円（1人当たり 75万円）

歳入合計
76億8,071万円

自
主
財

源
（72.872.8％）％）（72.8％）

財 存 依

源
（27.227.2％）％）（27.2％）

町税
42億4,366万円
　　　（55.2％）

（内訳）
町民税

固定資産税

町たばこ税

軽自動車税

15億4,234万円

23億6,212万円

3億36万円

3,883万円

その他
1億6,000万円

地方消費税交付金
2億5,304万円

県支出金
4億2,301万円

国庫支出金
8億377万円

繰入金
5億2,538万円

繰越金
4億5,793万円

分担金及び負担金
1億7,833万円

諸収入他
1億2,678万円

使用料及び手数料
5,722万円

町債
4億5,159万円

歳出合計
72億8,616万円

衛生費
5億109万円

公債費
5億5,431万円

民生費
20億7,422万円

土木費
14億2,793万円総務費

9億786万円

諸支出金
6億3,955万円

教育費
7億2,898万円

消防費　2億5,626万円
議会費　1億387万円
農林水産費　6,266万円
商工費　2,710万円
その他　233万円

※数値は端数調整してあるため
　合計が一致しない場合があります。



（単位：千円以下切捨て）

教育費

・小中学校費

・学校給食費

・温水プール運営費

2億4,976万円

1億5,990万円

7,356万円

土木費

・常永土地区画整理事業負担金

・道路工事請負費

・押原公園指定管理委託

2億4,970万円

6,685万円

2,084万円

諸支出金

・基金積立金
6億3,954万円

衛生費

・中巨摩地区広域事務組合負担金

・人間ドック委託

・ヒブ・小児用肺炎球菌接種費助成

1億7,898万円

1,528万円

289万円

民生費
・保育所運営費

・介護給付費

・子育て支援医療費

5億1,902万円

1億5,222万円

7,449万円

総務費
・総合行政情報システム保守

・保養施設委託

・国母公園管理事業負担金

3,786万円

265万円

227万円

消防費ほか
・避難所防災備品

・町商工会育成事業補助金

・農業振興地域農地保全助成金

817万円

747万円

337万円

公債費
（借金返済）

5億5,631万円

　決算特別委員会は9月10日から12日までの3日間開催されました。

　第3回定例会で決算特別委員会に付託された、一般会計、国民健康保険、後期高齢

者医療、介護保険、介護サービス、下水道事業、渇水対策事業に対し、監査委員の意

見書および各課長から説明を受け、いずれも慎重審査の結果、賛成多数で認定されま

した。（一般会計決算のみ反対：深澤平助議員）

平成23年度決算のあらまし
　一般会計は約72億8,616万円、特別会計は6つの会計を合わせて、約
33億4,870万円となり、計約106億3,485万円の歳出決算となりました。
平成22年度と比べて約3％減少しています。これに対して歳入決算は歳
出決算を約5億1,815万円上回る、約111億5,302万円となりました。
経常収支比率では前年度より3.4％増加し、83.8％となりました。

　義務的経常経費（人件費や扶助費、公債費など）に一般
財源収入がどの程度充当されているのかを示すもの。
町村では70％程度で、低い率ほど望ましい。

経常収支比率とは



　
平
成
24
年
8
月
1
日
か
ら

7
日
ま
で
審
査
し
ま
し
た
。

〈
審
査
の
結
果
と
意
見
〉

　
各
会
計
の
決
算
は
適
法
、

正
確
に
処
理
さ
れ
て
お
り
計

数
的
に
も
正
確
で
、
内
容
も

適
正
な
も
の
と
認
め
ま
し
た
。

①
実
質
公
債
費
比
率
は
徐
々

に
増
加
し
て
お
り
、
今
後
と

も
地
方
債
発
行
に
は
財
政
構

造
の
健
全
性
を
損
な
う
こ
と

の
な
い
よ
う
十
分
留
意
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

②
補
助
金
交
付
額
の
継
続
見

直
し
が
必
要
で
、
毎
年
多
額

の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る

団
体
等
に
補
助
金
の
必
要
性
、

金
額
の
妥
当
性
、
補
助
金
の

使
途
に
つ
い
て
検
証
が
必
要

で
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
行

政
施
策
が
必
要
で
す
。

③
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
希
望

者
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る

た
め
、
多
く
の
町
民
が
受
診

で
き
る
よ
う
、
個
人
負
担
金

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
の

必
要
が
あ
り
、
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
増
加
す
る
傾
向
に

あ
る
医
療
費
に
対
し
、
国
保

財
政
は
将
来
的
に
も
憂
慮
す

べ
き
状
況
で
、
納
税
者
へ
の

意
識
づ
け
、
粘
り
強
い
徴
収

事
務
に
努
め
、
国
保
財
政
の

基
盤
強
化
に
努
力
す
る
よ
う

期
待
し
ま
す
。

④
歳
出
は
経
費
削
減
と
継
続

的
な
大
型
事
業
等
を
先
送
り

し
た
が
、
厳
し
い
財
政
状
況

は
今
後
も
続
く
と
思
わ
れ
ま

す
。
費
用
対
効
果
を
検
証
し

健
全
財
政
の
維
持
を
最
優
先

に
、
均
衡
あ
る
発
展
と
規
律

あ
る
財
政
運
営
を
図
ら
れ
る

よ
う
、
引
き
続
き
努
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

石
原
　
政
彦

福
島
　
正
明

監
査
委
員

平成23年度特別会計決算 （単位：千円以下切捨て）

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計

介護サービス特別会計

下水道事業特別会計

渇水対策事業特別会計

16億6,436万円

1億1,135万円

6億8,098万円

1,289万円

9億9,580万円

690万円

15億8,088万円

1億1,083万円

6億6,273万円

1,276万円

9億7,591万円

556万円

全
員
賛
成
で
可
決

会　計　名 歳入総額 歳出総額 結果

　平成23年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率は、
いずれの指標も基準を下回っているため、健全であるといえます。

実質公債費比率は22年度と比べ0.1％増
加しました。将来負担比率は22年度よ
り9.9％減少し、実質的な標準財政規模
に対する負担比率は低くなりました。
実質公債費比率・将来負担比率ともに
比率が小さいほど財政状況は良いと判
断します。

財政健全化判断比率（％）
実質公債費比率 将来負担比率

9.7 60.2

財政力指数（単年）

H23H22H21

1.151.091.40

※地方自治体の財政力を示す指数。
　3年平均で１未満だと交付団体になる。



　
　
　
　
　
　
コ
ン
ビ
ニ
収
納

は
、
当
初
の
見
込
み
ど
お
り
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
当
初
は
一

割
未
満
と
見
込
ん
で
い
た
が
、

結
果
は
そ
れ
よ
り
よ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
他
の
収
納
機
関

と
の
比
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
保
の
場

合
、
口
座
振
替
が
5
割
ほ
ど
。

他
4
割
が
各
金
融
機
関
や
役
場

窓
口
で
納
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
滞
納
額
が

多
額
で
納
入
で
き
る
方
、
で
き

な
い
方
の
数
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
所
得
が
あ

る
方
が
60
人
ほ
ど
い
る
が
、
滞

納
処
分
を
考
え
て
い
る
。
個
別

に
少
し
ず
つ
納
入
す
る
方
も
い

る
。

　
　
　
　
　
　
ホ
タ
ル
愛
護
会

が
努
力
し
て
い
る
が
、
8
千
匹

放
流
し
、
町
内
5
カ
所
で
約
百

匹
の
発
生
だ
。
環
境
整
備
が
大

事
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
押
原
公
園

は
明
る
い
場
所
な
の
で
、
放
流

し
て
も
自
然
発
生
は
難
し
い
。

　
　
　
　
　
公
園
内
が
暗
い
と

防
犯
上
安
全
性
が
損
な
わ
れ
る
。

幼
虫
を
放
流
し
て
も
サ
ギ
が
食

べ
て
し
ま
い
、
ネ
ッ
ト
設
置
や

暗
く
す
る
の
が
一
番
だ
。
ホ
タ

ル
愛
護
会
と
相
談
す
る
。

　
　
　
　
　
　
粗
大
ご
み
監
視

委
託
を
し
て
い
る
が
、
契
約
内

容
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
前
日
と

前
々
日
の
午
後
4
時
か
ら
夜
中

ま
で
の
監
視
。
ひ
ど
い
と
こ
ろ

3
カ
所
は
常
駐
。

　
　
　
　
　
　
不
在
に
な
る
と

粗
大
ご
み
を
出
す
人
が
い
る
。

監
視
委
託
が
効
果
あ
る
か
疑
問

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
下
水
道
に
接
続

し
て
い
な
い
人
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　
未
接
続
者
も

年
々
増
加
傾
向
。
今
年
度
Ｇ
Ｉ

Ｓ
（
※
1
）
シ
ス
テ
ム
が
整
備
完

了
と
な
る
の
で
、
未
接
続
者
台

帳
等
を
作
成
し
、
対
応
を
考
え

て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
職
員
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
研
修
を
行
っ
た
が
内

容
は
。

　
　
　
　
　
　
基
礎
的
な
こ
と

を
全
員
で
理
解
す
る
た
め
実
施

し
た
。
悩
み
が
解
消
で
き
た
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
町
の
光
熱

水
費
が
、
震
災
の
関
係
で
前
年

よ
り
少
な
く
な
る
は
ず
。
多
い

の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
　
庁
舎
内
は
、
15

％
の
節
電
目
標
が
達
成
で
き
た

が
、
常
永
区
画
整
理
地
内
に
新

た
な
道
路
灯
を
多
数
設
置
し
た

た
め
増
え
た
。

慎
重
に
決
算
審
査

※
1
　
G
I
S

 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
に
地
図
情
報
や
、さ

ま
ざ
ま
な
付
加
情
報
を
持
た
せ
、作
成
、

保
存
、利
用
、管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
。

※
2
　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

 
精
神
面
に
お
け
る
健
康
の
こ
と
で
、精

神
的
な
疲
労
、ス
ト
レ
ス
、悩
み
、な
ど
の

軽
減
・
緩
和
と
そ
れ
へ
の
サ
ポ
ー
ト
。

用
語
解
説

ホ
タ
ル
の
放
流
、

環
境
整
備
を
図
れ

コ
ン
ビ
ニ
収
納
で
滞
納

額
を
減
ら
せ
る
か

町
民
窓
口
課
長

町
民
窓
口
課
長

環
境
経
済
課
長

生
涯
学
習
課
長

深
澤（
平
）議
員

町
民
窓
口
課
長

河
住
議
員

遠
藤
議
員

三
井
議
員

ご
み
監
視
の
効
果
は

教
育
長

塚
原
議
員

塚
原
議
員

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
（※2）

研
修
は

河
住
議
員

総
務
課
長

深
澤（
平
）議
員

節
電
目
標
は

達
成
で
き
た
か

総
務
課
長

下
水
道
未
接
続
の

対
応
は

石
原
議
員

下
水
道
課
長



 
平
成
24
年
9
月
定
例
会
は
、
9
月
4
日
か
ら
19
日
ま
で
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
町
長
提
出

の
平
成
24
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
補
正
予
算
5
案
件
の
ほ
か
、
教
育
委
員
任
命
・
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
任
命
同
意
2
件
、
条
例
の
改
正
4
件
、
そ
の
他
2
案
件
の
計
13
案
件
、
ほ
か
、
請
願
1
件
を

採
択
し
、
国
へ
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
議
員
提
出
議
案
を
追
加
案
件
と
し
て
審
議
し
、
承
認

し
ま
し
た
。

 
一
般
質
問
で
は
6
人
の
議
員
が
12
件
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
・
意
見
を
展
開
し
ま
し
た
。

　一般会計は繰越金等を財源とし、3億1,572万円を増額し、総額

69億8,039万円としました。

　補正の主な事業としては、庁舎空調設備改修工事、予防接種委

託料、水田農業改革支援事業補助金などです。

　なお、1億9,022万円を基金に積み立てました。

一般会計一般会計 全員賛成で可決全員賛成で可決

特別会計補正予算特別会計補正予算 全員賛成で可決全員賛成で可決

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

介護サービス特別会計

下水道事業特別会計

……5,241万円増

…………1,934万円増

………28万円増

………3,982万円増

（総額17億6,841万円）

（総額7億419万円）

（総額1,430万円）

（総額10億9,182万円）

ワクチン接種で健康に



委
員
会
の
模
様

・
防
災
会
議
条
例
及
び
災
害
対
　

策
本
部
条
例
の
改
正
 

災
害
対
策
基
本
法
改
正
に
伴
 

う
一
部
改
正
。

・
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
　

す
る
条
例
の
改
正
 

死
亡
者
に
係
る
配
偶
者
、
子
、

父
母
、
孫
、
祖
父
母
の
い
ず
 

れ
も
存
し
な
い
場
合
、
兄
弟
 

姉
妹
が
い
る
と
き
は
支
給
で
 

き
る
と
す
る
も
の
。

・
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
　

金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
　

改
正
 

所
得
税
法
等
の
改
正
に
伴
う
 

一
部
改
正
。

※
3
案
件
全
員
賛
成
で
可
決

・
高
齢
者
医
療
費
助
成
金
の
支
 

給
に
関
す
る
条
例
廃
止
 

県
単
老
人
医
療
費
助
成
制
度
 

の
廃
止
に
伴
う
条
例
廃
止
。
 

平
成
25
年
4
月
1
日
よ
り
施
 

行
※
賛
成
14
、
反
対
1
（
深
澤
平
 

助
議
員
）
で
可
決

・
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
 

域
連
合
規
約
の
一
部
変
更

　
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
が
 

改
正
さ
れ
、
外
国
人
登
録
制
 

度
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
伴
 

う
規
約
変
更
。

※
全
員
賛
成
で
可
決

・
昭
和
町
と
甲
府
市
と
の
間
に
 

お
け
る
公
共
下
水
道
使
用
料
 

徴
収
事
務
の
委
託

　
公
共
下
水
道
使
用
料
の
徴
収
 

に
関
す
る
事
務
の
管
理
及
び
 

執
行
を
甲
府
市
に
委
託
す
る
 

と
い
う
も
の
。
 

平
成
25
年
4
月
1
日
よ
り
施
 

行
※
全
員
賛
成
で
可
決

※
全
員
賛
成
で
承
認

上河東区

教
育
委
員
に

　
向
山
　
晃
氏
再
任

む
こ
う
や
ま

あ
き
ら

上河東区

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

　
磯
部
　
寛
氏
再
任

い
そ

べ

ひ
ろ
し

・
要
旨

　
一
、
少
人
数
学
級
を
推
進
す
る
こ
と
。
具
体
的
学
級
規
模

　
　
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
並
み
の
ゆ
た
か
な
教
育
環
境
を
整

　
　
備
す
る
た
め
30
人
以
下
学
級
と
す
る
こ
と
。

　
一
、
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た
め
、

　
　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持
と
と
も
に
、
国
負

　
　
担
割
合
を
2
分
の
1
に
復
元
す
る
こ
と
。

　
一
、
教
育
条
件
の
格
差
解
消
を
図
る
た
め
、
地
方
交
付
税

　
　
を
含
む
国
に
お
け
る
教
育
予
算
を
拡
充
す
る
こ
と
。

・
提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
内
閣
官
房
長
官

　
　
　
　
　
総
務
大
臣
・
財
務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣

※
全
員
賛
成
で
採
択
さ
れ
、
意
見
書
を
国
へ
提
出

30
人
以
下
学
級
実
現
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
拡
充
を
図
る
た
め
の
意
見
書

〈目　　的〉
　地方議会の責任・役割はますます
重視されている。昭和町は地方交付
税不交付団体と恵まれているが、人
口増加に伴うモラル問題や都市化の
反面、地域交流の希薄化などの課題
を抱え、まちづくりはどうあるべきか、
議会の立場から昭和町の発展を資す
るため、研修を行います。
〈実施時期〉
10月18日～20日
〈研　修　先〉

くぜぐん くみやまちょう

①京都府久世郡久御山町
にわぐん おおぐちちょう

②愛知県丹羽郡大口町

視察研修の実施

議員提出議案の内容



9
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

河
住
議
員
　
高
額
療
養
費
の
見
込

み
率
は
。

町
民
窓
口
課
長
　
当
初
は
9
・
5

％
増
を
見
込
ん
だ
が
、
補
正
で
は

平
成
23
年
度
実
績
の
4
・
7
％
増

と
し
、
増
額
し
て
い
る
。

福
島
議
員
　
退
職
被
保
険
者
等
療

養
給
付
費
は
、当
初
の
6
、0
0
0

万
円
に
対
し
2
、
8
0
0
万
円
の

増
額
理
由
は
。

町
民
窓
口
課
長
　
7
月
分
ま
で
の

実
績
は
平
成
23
年
度
の
40
％
増
で
、

20
年
度
か
ら
被
保
険
者
数
・
療
養

給
付
費
と
も
に
徐
々
に
増
え
て
い
る
。

　
一
人
で
も
重
い
病
気
の
人
が
い

る
と
大
幅
に
伸
び
て
し
ま
う
。

﹇
教
育
厚
生
常
任
委
員
会
﹈

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

深
澤
平
助
議
員
　
9
月
に
通
学
道

路
要
綱
を
定
め
た
が
、
危
険
箇
所

が
15
カ
所
あ
る
が
そ
の
対
応
は
。

学
校
教
育
課
長
　
危
険
箇
所
15
カ

所
は
資
料
を
配
布
。
特
に
緊
急
に

調
査
を
必
要
と
す
る
箇
所
に
つ
い

て
は
関
係
者
で
現
場
調
査
を
行
っ

た
。

教
育
長
　
緊
急
危
険
箇
所
の
再
点

検
を
行
い
、
学
校
に
も
安
全
な
方

法
を
と
る
よ
う
指
導
す
る
。

通
学
路
の
緊
急
点
検

危険箇所調査

長
谷
川
議
員
　
甲
府
市
水
道
局
か

ら
修
繕
料
補
助
は
な
い
の
か
。

環
境
経
済
課
長
　
ポ
ン
プ
本
体
で

は
な
い
の
で
、
補
助
金
は
出
な
い
。

福
島
議
員
　
見
積
り
の
段
階
で

1
5
0
万
円
か
か
る
も
の
に
対
し
、

当
初
予
算
の
修
繕
料
は
96
万
円
だ
。

そ
の
財
源
は
。

環
境
経
済
課
長
　
工
事
内
容
を
見

直
し
、
予
備
費
で
充
当
す
る
。

﹇
水
源
対
策
特
別
委
員
会
﹈

直
売
所
付
近
、
補
償
井
戸

の
修
繕
料
の
補
助
金
は
？

深
澤
平
助
議
員
　
平
瀬
・
昭
和
浄

水
場
の
送
水
量
が
36
ト
ン
か
ら
23

ト
ン
に
な
っ
た
。
町
の
影
響
は
。

環
境
経
済
課
長
　
水
位
が
高
く
な
っ

た
等
の
話
も
な
い
の
で
、
影
響
は

な
い
。

深
澤
平
助
議
員
　
町
が
観
測
し
て

い
る
2
カ
所
の
水
位
に
変
化
は
な

い
か
。

環
境
経
済
課
長
　
町
は
年
間
を
通

じ
、
3
カ
所
の
水
位
調
査
を
業
者

委
託
し
て
い
る
が
、特
別
な
変
化
は

な
い
。 送

水
量
の

変
化
で
影
響
は
？

三
井
議
員
　
町
長
直
轄
の
危
機
管

理
室
な
ど
を
設
け
る
考
え
は
。

総
務
課
長
　
消
防
・
警
察
も
含
め

た
防
災
・
防
犯
等
を
含
め
る
の
が

理
想
だ
が
、
検
討
す
る
。

危
機
管
理
室
を

作
る
考
え
は

遠
藤
議
員
　
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
が
Ｃ
評
価
に
な
っ
て
い
る
理

由
は
。

政
策
秘
書
係
長
　
農
業
振
興
は
助

成
制
度
創
設
や
直
売
所
の
建
設
な

ど
取
り
組
み
を
図
り
維
持
向
上
を

目
指
し
て
い
る
が
、
今
後
徐
々
に

成
果
が
出
て
く
る
と
し
て
Ｃ
評
価

と
し
た
。

石
原
議
員
　
担
当
課
に
よ
る
自
己

評
価
は
甘
く
な
る
。
特
に
重
要
な
部

分
は
町
長
・
総
務
課
長
な
ど
が
評
価

す
べ
き
で
は
。

総
務
課
長
　
評
価
シ
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
問
題
点
や
共
通
認
識
を
持

ち
、
改
革
会
議
の
中
で
議
論
し
て

い
る
。 協

働
政
策
評
価
シ
ー
ト
（
※
）

に
つ
い
て

﹇
地
方
分
権
対
策
特
別
委
員
会
﹈

　
担
当
課
が
検
討
課
題
と
し

て
い
る
事
業
を
抽
出
し
五
段

階
評
価
を
す
る
も
の
。

※
協
働
政
策
評
価
シ
ー
ト



三
井
議
員
　
徴
収
委
託
対
象
者
の

範
囲
と
、
徴
収
率
4
％
ア
ッ
プ
の

根
拠
は
。

下
水
道
課
長
　
平
成
25
年
度
以
降

の
甲
府
市
上
水
道
の
み
の
使
用
者

が
対
象
。
平
成
23
年
度
の
昭
和
町

下
水
道
現
年
分
徴
収
率
が
95
％
、

甲
府
市
上
水
道
現
年
分
徴
収
率
が

99
％
な
の
で
4
％
の
伸
び
を
見
込

む
。

福
島
議
員
　
甲
府
市
へ
の
委
託
料

が
6
0
0
円
／
件
と
い
う
こ
と
だ

が
、
デ
ー
タ
等
の
移
動
に
よ
り
追

加
、
増
減
は
あ
る
の
か
。

下
水
道
課
長
　
6
0
0
円
／
件
内

で
処
理
。

石
原
議
員
　
甲
府
市
使
用
料
シ
ス

テ
ム
改
修
費
6
千
万
円
に
対
す
る

昭
和
・
甲
斐
市
・
中
央
市
の
負
担

割
合
は
。

下
水
道
課
長
　
3
分
の
1
が
基
本

で
あ
る
が
、
昭
和
町
は
甲
府
市
と

同
じ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
1
、

8
9
0
万
円
、
2
市
は
そ
れ
ぞ
れ

2
、
0
2
0
万
円
。

﹇
産
業
土
木
常
任
委
員
会
﹈

下
水
道
使
用
料

徴
収
事
務
委
託

9
月
定
例
会
委
員
会
質
疑

﹇
総
務
常
任
委
員
会
﹈

石
原
議
員
　
静
岡
県
に
比
べ
地
震

災
害
時
の
危
機
意
識
が
非
常
に
薄

い
。
町
民
へ
の
啓
も
う
は
。

企
画
財
政
課
長
　
広
報
・
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
、
区
長
会
を
通
じ
て
の

チ
ラ
シ
回
覧
な
ど
で
、
減
災
意
識

を
広
報
し
た
い
。

塚
原
議
員
　
消
火
栓
設
置
場
所
が

県
道
寄
り
の
危
険
個
所
に
あ
る
。

交
通
量
の
少
な
い
と
こ
ろ
に
移
動

し
て
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長
　
早
急
に
甲
府
市

水
道
局
と
打
ち
合
わ
せ
、
検
討
す

る
。

地
震
災
害
に
備
え
て

町の安全を守ります

田
中
議
員
　
防
災
・
防
犯
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
組
織
の
強
化
は
。

企
画
財
政
課
長
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

は
警
察
官
Ｏ
Ｂ
24
人
で
パ
ト
ロ
ー

ル
等
の
活
動
を
行
う
。
今
後
は
消

防
職
員
Ｏ
Ｂ
に
も
入
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。

深
澤
平
助
議
員
　
押
原
公
園
の
暴

走
行
為
や
、
最
近
は
暴
力
行
為
も

発
生
し
た
。
警
戒
態
勢
の
強
化
は
。

総
務
課
長
　
指
定
管
理
者
の
徹
底
、

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
・
役

場
・
関
係
機
関
と
対
策
を
協
議
す

る
。

安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
に



石原　高明 議員
い し た か あ きは ら

本会議の議事録はホームページで検索できます。議会事務局でも閲覧できます。

石
原

町
長

石
原

町
長

再
質
問

地区担当職員制度の
活性化を
全国に例がなく
工夫改善し充実を図る

地
区
担
当
職
員
制
度
が

実
施
さ
れ
2
年
が
経
過

す
る
。
制
度
の
趣
旨
は
住
民
や
地

区
の
自
助
・
共
助
を
、
係
長
職
の

担
当
職
員
が
支
援
し
、
行
政
に
よ

る
公
助
は
そ
れ
を
手
助
け
す
る
役

割
で
あ
る
。

　
地
域
支
援
は
自
助
・
公
助
を
促

す
こ
と
が
基
本
で
あ
る
な
ら
ば
、

住
民
ま
た
は
地
区
へ
の
行
政
か
ら

の
情
報
発
信
に
役
割
を
絞
っ
た
制

度
と
し
、
様
々
な
要
望
を
直
接
聞

く
と
す
る
な
ら
ば
町
長
や
幹
部
職

員
が
自
ら
各
地
区
に
出
向
く
べ
き
だ
。

　
制
度
開
始
か
ら
2
年
間
の
効
果
、

現
行
制
度
を
活
性
化
す
る
た
め
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
当
局
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

こ
の
制
度
は
全
国
的
に

例
が
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
事
業
支
援
を
具
体
的
に
行

う
も
の
と
は
違
い
、
経
常
的
に
区

と
行
政
の
関
係
性
を
高
め
る
制
度

の
た
め
で
、
効
果
は
目
に
見
え
に

く
い
が
、
昨
年
行
っ
た
検
証
結
果

に
基
づ
き
、
自
主
防
災
組
織
の
学

習
や
、
新
た
な
住
民
に
組
へ
の
加

入
促
進
チ
ラ
シ
の
作
成
等
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
取
り
組
み
を

し
て
い
る
。

　
一
方
、
こ
の
制
度
は
「
ひ
と
づ

く
り
ま
ち
づ
く
り
研
修
」
の
一
つ

と
し
て
、
職
員
の
資
質
向
上
を
図

り
町
民
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
て

い
る
。
今
後
、
提
言
の
手
法
を
参

考
に
制
度
の
充
実
を
図
り
、
町
民

の
自
主
的
、
主
体
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
。
な
お
、
町
長
と

地
域
住
民
の
意
見
交
換
会
を
11
月

に
予
定
し
、
協
働
政
策
評
価
の
一

環
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者

福
祉
の
在
り
方
を
示
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

11
月
予
定
の
意
見
交
換

会
は
、
誰
を
対
象
に
ど

の
よ
う
な
方
法
で
行
う
の
か
。

　
ま
た
「
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
の

在
り
方
」
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

区
民
を
対
象
に
各
地
区

に
出
向
き
開
催
す
る
。

厚
労
省
が
発
表
し
た
健
康
寿
命
と

平
均
寿
命
と
は
大
き
な
隔
た
り
が

あ
り
、
町
民
に
健
康
寿
命
を
少
し

で
も
平
均
寿
命
に
近
づ
け
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
、
健
康
維
持
、
予

防
の
観
点
か
ら
町
の
施
策
を
見
直
す
。

『地区と行政』活発に



河住　保茂 議員
か わ や す し げす み

町
長

公
会
計
整
備
推
進
の

結
果
と
課
題
は

河
住

河
住

行
政
の
透
明
性
を

高
め
る
効
果
が
あ
っ
た

広
報
に
会
議
の
概
要

を
掲
載

教
育
委
員
会
会
議
録

の
公
開
は

本
町
は
平
成
20
年
度
決

算
分
よ
り
、普
通
会
計
に

か
か
る
財
務
諸
表
4
表
を
作
成
し

て
い
る
が
、対
応
と
考
え
方
を
問
う
。

①
改
善
さ
れ
た
点
と
課
題
は
。

②
情
報
開
示
に
取
り
組
む
姿
勢
と
、

職
員
教
育
は
。

平
成
20
年
度
決
算
分
よ

り
財
務
諸
表
4
表
を
作

成
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
住
民
に
公

表
し
て
い
る
。

①
単
年
度
の
歳
入
歳
出
の
決
算
額

だ
け
で
な
く
、本
町
と
平
均
的
な
値

と
を
比
較
し
、予
算
編
成
時
の
参
考

と
し
て
い
る
。歳
入
歳
出
決
算
の
状

況
に
加
え
、資
産
や
コ
ス
ト
も
含
め

た
財
政
状
況
を
公
表
し
、行
政
の
透

明
性
を
高
め
る
効
果
が
あ
っ
た
。

②
わ
か
り
や
す
い
公
表
を
心
が
け
、

公
金
に
当
た
っ
て
は
担
当
係
名
を

記
載
し
て
、職
員
は
住
民
か
ら
の
問

い
合
わ
せ
に
親
切
丁
寧
に
、分
か
り

や
す
く
説
明
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

①
教
育
委
員
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
な
く
、会
議

録
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。掲
載
の

考
え
と
公
開
し
な
い
理
由
は
。

②
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
い
じ
め
の
認
知
件
数
、専
門

家
と
教
師
が
連
携
し
、調
査
と
対
策

を
と
る
考
え
は
。

①
今
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ペ
ー
ジ
の
「
教
育
」

や
広
報
の
教
育
昭
和
の
ペ
ー
ジ
の

中
で
、会
議
の
概
要
を
掲
載
し
た
い
。

会
議
の
傍
聴
や
情
報
公
開
条
例
に

基
づ
き
公
開
を
行
う
こ
と
で
、理
解

さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

②
町
内
の
学
校
で
は
こ
う
し
た
情

報
も
な
く
、ネ
ッ
ト
上
の
書
き
込
み

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。当
面
は
、学

校
で
注
意
深
く
監
視
を
行
い
、児
童

生
徒
・
保
護
者
に
対
し
て
も
、プ
ロ

フ
等
の
書
き
込
み
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、携
帯
電
話
の
正
し
い
使
い
方
の

指
導
に
努
め
た
い
。

教
育
長



都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
、
都
市
計
画
を

対
象
に
、
長
期
的
な
都
市
づ
く
り

の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
、
町
内

全
域
が
線
引
き
の
中
に
位
置
し
て

い
る
。

　
西
条
地
区
は
す
で
に
市
街
地
形

成
が
図
ら
れ
、
整
然
と
し
た
街
並

み
に
な
り
、
常
永
地
区
は
区
画
整

理
の
進
行
で
、
将
来
的
に
は
西
条

地
区
同
様
、
新
市
街
地
地
域
に
変

貌
す
る
。
押
原
地
区
の
一
部
は
市

街
化
区
域
に
あ
る
が
、
大
半
は
調

整
区
域
・
農
業
振
興
地
域
に
線
引

き
さ
れ
て
い
る
。

　
調
整
区
域
・
農
業
振
興
地
域
の

地
権
者
の
意
見
を
聞
き
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
関
係
住
民

の
声
を
反
映
さ
せ
る
の
か
、
将
来

像
を
聞
き
た
い
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
中
で
、
西
条
・

常
永
地
区
は
、
市
街
化
区
域
の
残

存
農
地
等
は
計
画
的
に
宅
地
化
を

図
り
、
良
好
な
居
住
環
境
の
確
保
、

商
業
・
業
務
店
舗
の
集
積
に
努
め

て
い
る
。
西
条
・
常
永
地
区
の
市

街
化
調
整
区
域
と
押
原
地
区
は
、

市
街
地
整
備
の
総
合
方
針
の
中
で
、

中
・
長
期
拡
大
地
区
と
な
っ
て
い

る
が
、
現
状
で
は
集
約
型
都
市
構

造
の
考
え
方
を
そ
の
ま
ま
当
て
は

め
る
こ
と
は
困
難
だ
。

　
市
街
化
調
整
区
域
内
の
開
発
許

可
制
度
の
運
用
を
町
で
行
う
た
め

に
は
、
開
発
許
可
権
限
を
県
か
ら

町
に
委
譲
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

専
門
知
識
等
を
も
っ
た
職
員
も
必

要
な
た
め
、
常
永
区
画
整
理
事
業

が
完
了
し
、
進
捗
状
況
等
を
考
慮

し
な
が
ら
機
構
改
革
等
を
行
い
、

市
街
化
調
整
区
域
の
中
で
、
良
好

な
土
地
利
用
を
図
ら
れ
る
よ
う
、

地
区
整
備
計
画
を
策
定
し
た
い
。

今
後
は
、
国
、
県
と
十
分
協
議
し
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し
・
策

定
を
進
め
て
い
き
た
い
。

田中　博愛 議員
た ひ ろ よ しな か

田
中

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
将
来
像
は

地
区
整
備
計
画
を

策
定
す
る

町
長

まちづくり計画の基
本的指針となるマス

タープラン



深澤　平助 議員
ふ か へ い す けさ わ

ごみ分別と資源化の強化を

蛍光管回収ボックスも設置

町
長

教
育
長

可燃ごみの中にも活かせる資源が

町
長

深
澤
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量

は
年
間
5
千
ト
ン
、60
％

が
可
燃
ご
み
で
焼
却
処
分
さ
れ
、リ

サ
イ
ク
ル
22
％
と
10
年
間
比
率
は

同
じ
だ
。分
別
す
れ
ば
資
源
で
使
え

る
も
の
が
多
く
、行
政
指
導
の
強
化

が
必
要
だ
。ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク

ル
の
た
め
、企
業
が
製
品
の
製
造
か

ら
廃
棄
ま
で
責
任
を
負
う「
拡
大
生

産
者
責
任
制
度
」の
確
立
が
強
く
求

め
ら
れ
る
。町
の
考
え
は
。

昨
年
度
は
他
市
町
村
に

先
駆
け
、ご
み
の
有
価
物

化
推
進
の
た
め
、各
地
区
に
蛍
光
管

の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
も
行
っ
た
。

昭
和
町
の
よ
う
に
、ご
み
減
量
化
の

た
め
の
手
厚
い
補
助
制
度
や
、資
源

回
収
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の
施
設
が
整

備
さ
れ
た
市
町
村
は
近
隣
に
は
な

い
が
、地
区
の
環
境
保
健
委
員
・
役

員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

取
り
組
む
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。

拡
大
生
産
者
責
任
制
度
は
、国
・
県

レ
ベ
ル
の
方
針
が
大
事
で
、機
会
あ

る
ご
と
に
制
度
の
充
実
を
訴
え
て

い
き
た
い
。

可
燃
ご
み
の
中
に
リ
サ

イ
ク
ル
可
能
な
も
の
が

た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る
。ご
み
の
分

別
・
減
量
に
努
め
て
い
る
人
の
経
験

を
紹
介
す
る
な
ど
、Ｐ
Ｒ
を
強
化
し

た
ら
ど
う
か
。

環
境
保
健
委
員
か
ら
提

案
を
い
た
だ
き
、ご
み
問

題
に
対
し
一
つ
ひ
と
つ
粘
り
強
く

取
り
組
ん
で
き
た
が
、な
か
な
か
徹

底
で
き
て
い
な
い
。い
た
だ
い
た
提

案
を
検
討
し
、さ
ら
に
努
力
す
る
。

①
温
水
プ
ー
ル
や
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
等
、使

用
料
軽
減
を
図
る
考
え
は
。

②
障
害
者
の
移
動
支
援
事
業
の
内

容
は
、所
得
に
応
じ
3
％
、5
％
の

自
己
負
担
だ
が
、年
間
1
0
0
時
間

を
超
過
す
る
と
10
％
と
な
る
。超
過

し
た
分
を
町
が
支
援
す
る
考
え
は
。

①
障
が
い
者
本
人

の
使
用
料
割
引
は
、

自
立
面
か
ら
も
現
状
の
支
援
策（
介

護
者
・
付
き
添
い
者
無
料
）を
継
続
し
、

運
営
委
員
会
で
検
討
し
た
い
。

②
障
害
者
の
社
会
参
加

を
拡
大
し
て
い
く
た
め
、

1
0
0
時
間
を
超
え
る
も
の
に
対

す
る
利
用
者
負
担
の
加
算
制
度
は
、

関
係
機
関
に
制
度
改
正
を
要
望
し

て
い
き
た
い
。

町
長

深
澤

再
質
問

深
澤 現

状
の
支
援
策
を
継
続

障
が
い
者
の
プ
ー
ル
等

使
用
料
軽
減
を



中澤　康夫 議員
な か や す おざ わ

人・農地プランの作成推進を

担い手確保、農地利用集積を図る

中
澤

未来の農業者のために今できること

町
長

農
業
所
得
は
こ
の
10
年

間
で
半
減
し
、
農
業
・

農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
危
機
的

な
状
況
だ
が
こ
れ
を
改
善
す
る
た
め
、

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン（
地
域
農
業
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
）
」
の
作
成
が
重
要
だ
。

　
こ
れ
は
農
地
集
積
協
力
金
、
戸

別
所
得
補
償
制
度
の
規
模
拡
大
加
算
、

青
年
就
農
給
付
金
、
担
い
手
へ
の

金
融
支
援
の
無
利
子
化
な
ど
、
国

が
い
く
つ
か
の
事
業
を
準
備
し
、

こ
れ
ら
の
支
援
を
受
け
る
た
め
に
は
、

プ
ラ
ン
作
成
が
必
須
条
件
と
な
っ

て
い
る
。

　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
原
案
作
成

の
た
め
、
検
討
委
員
会
の
設
置
や

規
定
を
設
け
、
農
業
者
へ
の
周
知

も
必
要
だ
。
プ
ラ
ン
作
り
は
町
の

あ
り
方
や
、
農
業
の
あ
り
方
を
決

定
づ
け
る
も
の
だ
が
町
の
考
え
は
。

農
林
水
産
省
は
「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
作
成

を
行
い
、
集
落
の
合
意
形
成
活
動

等
を
支
援
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ

れ
を
受
け
、
県
内
で
も
24
年
7
月

に
県
農
業
会
議
で
、
農
業
委
員
会

の
事
務
担
当
者
に
対
す
る
説
明
会

が
あ
り
、
町
の
農
業
委
員
会
に
は
、

説
明
さ
れ
た
内
容
を
お
伝
え
し
た
。

　
県
農
業
会
議
か
ら
は
、
プ
ラ
ン

作
成
は
市
町
村
を
主
体
に
進
め
て

も
ら
い
た
い
と
説
明
が
あ
り
、
農

地
情
報
の
提
供
や
検
討
会
へ
の
参

画
な
ど
、
農
業
委
員
会
に
期
待
さ

れ
る
役
割
を
的
確
に
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
町
で
も
プ
ラ
ン
の
作
成
と
実
現

に
農
業
委
員
会
と
協
力
し
、
担
い

手
の
確
保
・
育
成
と
、
農
地
利
用

集
積
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
関
係
機
関
や
農
業
委
員

会
な
ど
、
農
業
者
代
表
と
の
検
討

会
に
入
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

昭
和
町
の
調
整
区
域
を

全
面
市
街
地
化
す
る
ま
で
、

農
業
者
の
た
め
に
最
善
の
支
援
・

施
策
の
展
開
を
図
る
の
が
行
政
の

役
目
だ
。
町
長
の
考
え
を
問
う
。

農
業
従
事
者
は
年
々
高

齢
化
し
、
農
家
数
も
極

端
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
市
街
化

調
整
区
域
内
の
農
地
も
1
7
0
ヘ

ク
タ
ー
ル
ほ
ど
残
っ
て
い
る
。
昭

和
町
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業

規
定
を
定
め
る
よ
う
準
備
し
て
お

り
効
率
的
な
農
業
経
営
が
で
き
る

よ
う
な
協
力
体
制
を
整
備
し
た
い
。

再
質
問

中
澤

町
長



河田あけみ 議員
か わ だ

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り
、

町
で
も
認
定
者
は
年
々

増
加
し
て
い
る
。こ
れ
か
ら
は
地

域
住
民
を
巻
き
込
み
、地
域
と
連

携
す
る「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
体
制
が
必
要
と
思
う
が
、町
の

考
え
は
。

県
の
地
域
ケ
ア
会
議
推

進
事
業
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
事
業
を
活
用
し
、地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
研
究
・

推
進
を
計
画
し
て
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ

れ
て
い
る
方
の
多
く
は

65
歳
以
上
で
あ
る
。励
み
に
な
る
よ

う
、
活
動
時
間
を
年
間
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
貯
め
、換
金
で
き
る
よ
う

に
す
れ
ば
本
人
の
介
護
予
防
に
も

な
り
、世
代
間
の
支
え
あ
い
の
絆
も

深
め
る
の
で
は
な
い
か
。

町
で
は
ポ
イ
ン
ト
制
は

実
施
し
て
い
な
い
が
、

1
3
8
人
の
方
が
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
、65
歳
以
上
の

方
が
98
人
・
71
％
で
、70
歳
代
の
方

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。制
度
導

入
は
、次
期
計
画
策
定
時
の
対
応

も
含
め
検
討
す
る
。

①
今
回
問
題
に
な
っ
た

大
津
の
い
じ
め
問
題
を

ど
う
認
識
し
、ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

②
本
町
の
い
じ
め
問
題
へ
の
取
り

組
み
は
、ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
の
か
。

①
こ
の
事
件
は
学
校
や

教
育
委
員
会
の
対
応
に

問
題
が
あ
っ
た
と
思
う
。い
じ
め

を
出
さ
な
い
、許
さ
な
い
学
校
づ

く
り
に
努
め
、早
期
発
見
と
適
切

な
対
応
を
お
願
い
し
た
。

①
②
大
津
市
は
学

校
や
教
育
委
員
会

の
多
く
の
問
題
点
が
大
き
く
露
呈

し
て
い
た
と
感
じ
る
。い
じ
め
を

早
期
に
発
見
し
、事
案
に
即
し
た

適
切
な
対
応
を
し
っ
か
り
と
図
る

こ
と
が
大
切
で
、い
じ
め
防
止
は

す
べ
て
の
学
校
・
教
職
員
が
自
ら

の
問
題
と
し
て
切
実
に
受
け
止
め
、

徹
底
的
に
取
り
組
む
べ
き
重
要
な

課
題
だ
。

地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
（※）

を

県
の
派
遣
事
業
を

活
用
し
た
い

河
田 い

じ
め
を
許
さ
な
い

出
さ
な
い
学
校
に

い
じ
め
問
題
へ
の

取
り
組
み
は

河
田

教
育
長

町
長

次
期
計
画
策
定
時
に

検
討

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
　

（※）

の
必
要
性
は

河
田

町
長

町
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
講
演
会
の
様
子

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

　
高
齢
者
を
医
療
・
予
防
・
住
ま
い
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
面
か
ら
総
合
的
に
地
域

と
連
携
し
見
守
っ
て
い
く
こ
と
。

介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ポ
イ
ン
ト
制
に
し
、

限
度
額
を
決
め
換
金
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。 用

語
解
説



上
河
東
区
（
第
3
回
）

28日

30日

17日

10月

10月

11月

（日）紙漉阿原区

（火）西条新田区

（土）築地新居区

　開かれた議会を目指し、地域ごとの住民の悩みや

声を聴き、議論・調査・研究を進め、昭和町の住民

福祉の向上と、地域社会の活力ある発展を目指すの

が町議会の役割です。

　井戸端会議で出された意見・要望は結果報告書と

して区長に提出します。すべての意見・要望を満た

すわけにはいきませんが、議会は執行機関と一緒に

なって課題解決に知恵を絞っていきます。

（紙面の都合上、一部意見要旨のみ掲載）

7
月
19
日
　
上
河
東
区
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
　
29
人

●
参
加
議
員
　
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
三
井
 
猛
　
石
原
高
明

 
 
 
 
 
 
長
谷
川
幸
廣
 
塚
原
將
司

 
 
 
 
 
 
野
中
敏
美

 
 
 
 
 
 
萩
原
　
馨
議
長

Q
　
常
永
駅
周
辺
駐
輪
場
に
放
置
自
転

車
が
目
立
つ
。
定
期
的
な
撤
去
の
考
え

は
。

A
　
町
で
条
例
を
定
め
、
定
期
的
に
放

置
自
転
車
の
処
分
を
行
い
、
環
境
整
備

に
努
め
て
い
る
。

（
年
1
回
秋
ご
ろ
処
分
。
南
甲
府
署
で

は
「
盗
ま
れ
ま
チ
ェ
ー
ン
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
行
い
、
鍵
を
か
け
る
な
ど
放
置

自
転
車
抑
制
に
効
果
を
上
げ
て
い
る
）
。

Q
　
人
間
ド
ッ
ク
は
、
申
込
者
全
員
が

受
診
で
き
な
い
か
。

A
　
定
員
は
3
5
0
人
だ
が
、
申
込
者

は
4
6
0
人
程
度
で
あ
っ
た
。
補
助
金

を
見
直
し
検
討
し
た
い
。

Q
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
全
戸
配
布
さ

れ
て
い
な
い
。
新
し
い
避
難
場
所
は
。

A
　
防
災
計
画
見
直
し
中
で
、
改
定
後

全
戸
配
布
。
転
入
者
に
は
役
場
で
配
布
。

Q
　
防
災
訓
練
で
水
害
訓
練
を
す
る
必

要
は
な
い
か
。
水
害
時
の
連
絡
者
は
。

A
　
水
害
は
想
定
し
て
い
な
い
が
、
今

後
は
必
要
と
考
え
る
。
被
害
想
定
の
場

合
、
県
・
町
か
ら
指
示
伝
達
し
、
防
災

無
線
で
全
戸
に
注
意
喚
起
す
る
。

常永駅周辺の常永駅周辺の

放置自転車撤
去を！

放置自転車撤
去を！常永駅周辺の

放置自転車撤
去を！



押
越
区
（
第
5
回
）

西
条
二
区
（
第
4
回
）

7
月
21
日
　
西
条
二
区
第
一
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
　
46
人

●
参
加
議
員
　
教
育
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
河
田
あ
け
み
　
深
澤
克
男

 
 
 
 
 
 
樋
口
敏
夫
　
河
住
保
茂

 
 
 
 
 
 
萩
原
　
馨
議
長
 

●
地
元
議
員
　
長
谷
川
幸
廣

8
月
18
日
　
押
越
公
会
堂

●
出
席
者
　
　
区
民
　
18
人

●
参
加
議
員
　
総
務
常
任
委
員
会

 
 
 
 
 
 
三
井
 
猛
　
石
原
高
明

 
 
 
 
 
 
長
谷
川
幸
廣
 
塚
原
將
司

 
 
 
 
 
　
野
中
敏
美

 
 
 
 
 
 
萩
原
　
馨
議
長

●
地
元
議
員
　
深
澤
平
助

Ｑ
　
昭
和
町
の
ブ
ラ
ン
ド
米
は
、
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
で
な
く
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
耕
作
で
き
る
環
境
を
整
え

る
こ
と
は
。

Ａ
　
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
は
昭
和
町
の
気
候
に

最
も
適
し
て
い
る
。
収
穫
時
期
が
少
し

遅
く
、
耕
作
地
の
選
択
は
難
し
い
が
今

後
、
産
地
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

Ｑ
　
押
原
公
園
内
で
花
火
に
興
ず
る
若

者
が
お
り
、
民
家
に
向
け
て
打
ち
上
げ

る
な
ど
大
変
危
険
だ
。
注
意
す
る
と
暴

力
を
振
る
い
、
警
察
沙
汰
と
な
っ
た
。

バ
イ
ク
の
暴
走
も
目
に
余
る
が
、
対
応

は
。

Ａ
　
防
災
公
園
と
し
て
の
役
割
や
、
公

園
遊
歩
道
を
散
歩
す
る
人
も
多
く
、
夜

間
閉
鎖
が
で
き
な
い
。
公
園
進
入
路
に

減
速
板
や
、
駐
車
場
に
車
止
め
を
設
置

し
暴
走
行
為
対
策
を
講
じ
、
警
察
の
パ

ト
ロ
ー
ル
強
化
も
依
頼
し
た
。
花
火
等

は
有
効
な
防
止
策
は
な
く
、
地
域
と
協

力
し
た
注
意
喚
起
し
か
な
い
の
が
現
状
。

花
火
禁
止
の
掲
示
も
新
た
に
設
置
し
た
。

Ｑ
　
防
犯
・
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
委

嘱
さ
れ
る
が
、
各
公
園
に
待
機
所
を
確

保
し
、
活
動
し
や
す
い
環
境
を
。

Ａ
　
町
在
住
の
警
察
官
Ｏ
Ｂ
24
人
の
会

員
で
構
成
。
待
機
所
設
置
予
定
は
な
い

が
、
青
色
回
転
灯
装
備
自
動
車
で
の
パ

ト
ロ
ー
ル
や
、
学
校
・
駅
・
公
共
施
設

等
を
巡
回
、
抑
止
効
果
や
自
主
防
犯
組

織
の
活
性
化
も
期
待
さ
れ
る
。

Ｑ
　
町
で
は
大
地
震
に
対
す
る
被
害
想

定
を
、
ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
の

か
。

Ａ
　
震
度
6
弱
で
災
害
対
策
本
部
を
立

ち
上
げ
る
が
、
今
年
度
中
に
つ
く
る
地

域
防
災
計
画
で
見
直
す
。

Ｑ
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
を
公
会
堂
に
と
い
う

声
も
あ
る
が
、
コ
ン
ビ
ニ
の
店
長
に
一

時
救
命
士
資
格
を
取
得
し
て
も
ら
い
、

い
つ
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
。

Ａ
　
公
会
堂
へ
の
設
置
は
カ
ギ
の
問
題

が
あ
り
難
し
い
。
コ
ン
ビ
ニ
も
受
け
手

が
見
つ
か
ら
ず
、
病
院
・
企
業
な
ど
設

置
個
所
を
地
図
等
に
示
し
た
い
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
周
知
し
た
い
。

Ｑ
　
消
え
か
か
っ
て
い
る
道
路
の
白
線

の
早
急
な
補
修
を
。
ま
た
、
避
難
所
に

簡
易
畳
の
配
備
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
　
区
画
線
の
薄
い
と
こ
ろ
は
建
設
課

等
で
対
応
、
停
止
線
・
横
断
歩
道
は
警

察
署
に
要
望
。
簡
易
畳
は
管
理
等
が
難

し
い
が
、
要
援
護
者
の
避
難
所
は
公
共

施
設
の
和
室
を
使
用
し
た
い
。

押原公園の押原公園の

安全性を高め
て！

安全性を高め
て！押原公園の

安全性を高め
て！

大地震の被害想定
大地震の被害想定どう対処するのか！
どう対処するのか！

大地震の被害想定どう対処するのか！

　
は
じ
め
に
36
組
の
組
長
さ
ん
よ
り

自
主
防
災
活
動
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
自
助
、共
助
の
考
え
を
基
に
防
災
対

策
を
進
め
て
お
り
、と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。



議員の質問に、当局がその後どのように対応し、どうなっているのかを追跡・検証してみました。

下水道使用料の徴収率アップは。

上・下水道料金を一括徴収の方向で検討。
2市1町（甲斐市・中央市・昭和町）下水道使用料徴収事

務に関する調査研究会議が開催され、具体的な事務協議が
進められることになったので、滞納の削減、上下水道使用
者に対し、利便性の確保やサービス向上を期する。

1 常永駅駐輪場の問題

（平成20年6月議会　質問者：塚原將司議員）

地権者との協議を進める中で、今回9月
定例会において常永駅駐輪場用地購入
費として補正予算が可決された。
大型ショッピングセンターがオープンし、
今後も常永土地区画整理事業が進む中、
総合的な整備計画を策定していく。

そ
の
後

24年8月に甲府市上下水道局と2市1町で基本合
意に達する。協定締結後、平成25年度から一
括徴収が開始される。これまでより徴収率の
増加が見込まれ、納付が一括になることで住
民サービスの向上、公平性の確保につながる。

そ
の
後

常永駅駐輪場の整備拡張を。

総合的に駅周辺の整備を図り、
検討していきたい。

2 下水道使用料の滞納問題
（平成22年3月議会　質問者：三井　猛議員）

甲府市から一括請求され
徴収することになります

上・下水道料金一括請求
（甲府市上下水道局徴収）

上水道使用料
（甲府市徴収）

下水道使用料
（昭和町徴収）

別々に使用料を徴収
していたものを…

現　行

平成25年4月から



　一般質問を傍聴させていただきましたが、国会中継
を目にするせいか、迫力があまり感じられなかった。
提示された質問、用意された答弁、そのあともう一歩
踏み込んだ攻めがあれば活発なやり取りができ、面白
味が増すと思います。傍聴してみて議会が身近に感じ
られ、一般の人にも声をかけようと思います。

塩澤　政博さん

　教育厚生常任委員会を傍聴させていただきました。
本会議の一般質問と比べ、予算の細かい部分まで議員
さんが真剣に取り組まれている姿勢や、様々な意見を
聞くことができ、このような形で町の予算が使われて
いることも知り、私自身大変勉強になりました。同時
に議員さんには他の委員会もあり、議案もたくさんあ
る中で地域の事や町民の事を考えて討議されているこ
とに、敬意を表します。次回は別の委員会も傍聴して
みたいと思います。

渡邊実千代さん

　産業土木常任委員会を傍聴させていただきました。
当日は農産物直売所に対する県からの補助金等につい
て、大変真剣な話し合いがもたれました。次回も可能
であれば委員会の傍聴をしたいと思います。

中澤　正志さん



【1日目】
①伝わる！わかりやすい文章を書く
②広報誌におけるレイアウト表現の基本
③写真の撮り方
【2日目】
④議会広報クリニック
　今回の内容は、議会広報には「何を書くべきか」
「何を伝えたいのか」「短文で語る技術」「タイ
トル・リード分の重要性」や「読みやすい紙面の
流れ」など、大変具体的な内容で非常に勉強にな
りました。全国の議会広報は「最近非常に充実し
ておりレベルが高くなっている」との講師の言葉
どおり、皆さんとても熱心で質問も多く、時間が
足りないくらいでした。
　改めて、住民にわかりやすい誌面づくりや言葉

の表現をどうしたらよいのか、ますます悩む日々
が続きそうですが、少しでも今回の研修成果を編
集に生かせるよう努力してまいります。
　今後とも「議会だより　しょうわ」を読んでい
ただき、ご意見ご感想をお願いいたします。

■参加委員　河住　保茂　河田あけみ　三井　　猛
　　　　　　深澤　克男　林　　和仁　石原　高明

■テ　ー　マ　伝わる議会広報とは

猛暑の7月30日、31日、東京の砂防会館で
第76回町村議会広報研修会が行われ、全国
から135町村627人が集まりました。

　7月20日、第1回目の勉強会が開かれました。
　初日は外川教授の「討議民主主義（熟議制度）と
住民投票」、2回目の8月20日は山本教授の「認定こ
ども園をめぐる公共政策の課題」というテーマで
講義を行いました。
　2人の先生方には貴重なお時間の中、熱心な講
義をありがとうございました。

　7月18日、山形県白鷹町議会広報特別委員会が
訪れました。
　広報編集や写真の選定方法など、編集手順に
ついて熱心な質疑応答が交わされました。
　白鷹町では1年生議員が編集委員になっている
とのことで、その苦労さを話され、昭和町の議
会でも課題になっている話をするなど、互いに
切磋琢磨しながら、より良い議会広報づくりを
していこうと意識づけ合いました。
　白鷹町議会の皆さま、ありがとうございました。

外川教授

山本教授



8月26日に災害発生を仮定し行った、議員○○訓練。1

平成23年度決算認定！主な成果として常永小に非常用貯水槽○○トン設置。2

議会広報視察受入、○鷹町議会と意見交わす。3

空欄に適切な言葉を入れてください。

《応募方法》
はがきに「答え・住所・氏名（ふりがな）・年齢」を記入
してください。FAXやメールも受け付けます。
議会への要望・意見等もありましたら、お受けします。

《あて先》
●〒409-3880　昭和町押越542-2
　昭和町議会事務局「議会クイズ係」宛
●FAX：055-275-5250　
●メール：gikai@town.yamanashi-showa.lg.jp

《しめきり》
　11月末日　消印有効

　前回No.154号表紙の掲載写真の場所が

『押原児童館』と記されておりましたが、正し

くは『押原保育園』の誤りでした。訂正して、

お詫び申し上げます。

　また議会だよりではお伝えしきれない議会

の様子を昭和町公式ホームページでご覧い

ただけます。ぜひ、検索してみてください。

～訂正とお詫び～

153号クイズの答え
① 6 ② 恵 ③ 4967
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山
梨
県
昭
和
町
議
会

〒
4
0
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8
8
0

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
5
4
2
-2

■
発
　
行

議
長

　萩
原
　
馨

■
発
行
人
　

広
報
編
集
委
員
会

■
編
　
集

印
刷
㈱
東
洋
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス

　
今
年
の
夏
は
例
年
に
な
く

記
録
的
な
猛
暑
日
が
続
き
、

節
電
を
強
い
ら
れ
る
中
で
、

企
業
や
家
庭
で
は
、
熱
中
症

対
策
な
ど
健
康
管
理
に
頭
を

悩
ま
せ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
大
正
12
年
9
月
1
日
に
発

生
し
た
関
東
大
震
災
の
惨
事

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
防
災
意
識
を
高
め
、
こ
れ
に

対
応
す
る
心
構
え
を
準
備
す
る
た
め
「
防
災
の
日
」

が
制
定
さ
れ
、
今
年
も
各
地
区
で
防
災
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
議
会
に
お
い
て
も
、
災
害
時
に
、
議
員
自
ら
が
迅

速
か
つ
適
正
な
対
応
を
図
る
た
め
「
災
害
時
行
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
に
従
い
、
災
害
の
発
生
を
想
定
し
、
8

月
26
日
に
参
集
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
町
民
の
安
全

を
守
る
た
め
、
各
議
員
と
も
真
剣
に
取
り
組
み
、
よ

い
結
果
を
残
す
訓
練
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
N
o
1
5
5
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
夏
バ

テ
を
癒
や
し
な
が
ら
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意

見
ご
感
想
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
林
　
和
仁
・
記
）

　
　
○
広
報
編
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昭
和
町
に
住
み
始
め
た
時
は
、
幼
か
っ
た
3
人

の
子
ど
も
た
ち
も
、
大
学
生
と
高
校
生
に
な
り
、

子
育
て
も
一
息
と
い
う
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。
振

り
か
え
っ
て
思
う
こ
と
は
、
今
ま
で
本
当
に
恵
ま

れ
た
環
境
の
中
で
、
地
域
の
人
た
ち
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

　
昭
和
町
は
教
育
施
設
が
他
市
町
村
に
比
べ
、
充

実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
小
さ
な
町
で
あ
り
な

が
ら
、
小
学
校
は
3
つ
も
あ
り
、
ど
の
校
舎
も
新

し
く
改
修
さ
れ
ま
し
た
。
開
放
感
が
あ
り
温
か
み

の
あ
る
校
舎
は
、
子
ど
も
た
ち
の
情
緒
を
豊
か
に

育
て
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
交
流
拠
点
と
し
て
多
目
的
に

活
用
さ
れ
、
学
校
や
校
庭
の
有
効
活
用
も
盛
ん
で
、

多
く
の
住
民
が
の
び
の
び
と
活
動
で
き
る
環
境
が

整
備
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
も
充
実
し
て

い
て
、
中
で
も
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
し
ょ
う
わ
」

は
、
核
家
族
が
増
え
て
い
る
昭
和
町
に
お
い
て
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
を
手
伝

っ
て
ほ
し
い
人
に
と
っ
て
、
経
験
豊
か
な
地
域
住

民
は
心
強
い
存
在
で
あ
り
、
地
域
の
中
で
子
育
て

を
支
え
あ
う
こ
と
の
意
味
は
深
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
次
世
代
を
地
域
ぐ
る
み
で
育
て
て
い
け

る
町
と
し
て
、
発
展
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
春
は
小
鳥
の
さ
え
ず
り
、
夏
は
蛙
の
鳴
き
声
と
、

四
季
折
々
の
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ

こ
昭
和
町
。
そ
ん
な
昭
和
町
に
越
し
て
き
て
は
や

17
年
が
過
ぎ
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
自
然
の
中
で

穏
や
か
に
過
ご
せ
る
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
す
る

毎
日
で
す
。

　
朝
、
目
を
覚
ま
す
と
野
菜
が
玄
関
先
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
周
り
の
方
々
が
、
自
分
た
ち
の
畑
で

採
れ
た
新
鮮
な
季
節
野
菜
を
お
裾
分
け
し
て
下
さ

る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
豊
か
な
自
然
と
、
人
と

人
と
の
温
か
い
絆
を
感
じ
ら
れ
る
昭
和
町
。
本
当

に
大
好
き
で
す
。

　
先
日
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
催
し
を
す
る

機
会
が
あ
り
、
素
直
で
明
る
く
行
儀
の
よ
い
お
子

さ
ん
た
ち
に
接
し
、
こ
ん
な
に
素
敵
な
子
ど
も
た

ち
が
阿
原
に
住
ん
で
い
て
く
れ
る
こ
と
に
、
明
る

い
阿
原
の
未
来
を
感
じ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
忙
し
い
甲
府
の
中
心
街
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
か

ら
比
べ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
、
の
ど
か
な
暮
ら
し
。

散
歩
中
、
会
う
人
皆
さ
ん
が
声
を
交
わ
し
合
っ
た
り
、

学
校
帰
り
の
子
ど
も
た
ち
が
見
知
ら
ぬ
私
た
ち
に

も
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
た
り
な
ど
、
人

の
温
も
り
を
感
じ
る
町
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
自
然
豊
か
な
環
境
が
守
ら
れ
、

こ
こ
で
暮
ら
す
人
た
ち
が
互
い
を
慈
し
み
、
心
穏

や
か
に
過
ご
せ
る
昭
和
町
で
あ
り
ま
す
よ
う
願
っ

て
お
り
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
育
て
る
町

自
然
豊
か
な
昭
和
町
と

素
晴
ら
し
い
子
ど
も
た
ち

河
東
中
島
区

依
田
　
公
子
さん

よ

だ

こ
う

こ

紙
漉
阿
原
区

池
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和
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さん
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ず

こ


